
第27 回

～21世紀

へ11/3(祝)
～5(日)

会　場

はじめの一歩

午前10時～午後6時

アートスポットまつど

（伊勢丹松戸店新館9階）

費　用　入場無料

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
昨
年
の
北
部

市
場
ま
つ
り

交
通
馬
橋
駅
東
口
、
ま
た
は
新
京
成
八

柱
駅
・
武
蔵
野
線
新
八
柱
駅
南
口
か
ら

新

只
成
バ
ス
「
小
金
原
団
地
」
行
き
で

、

食
品
流
通
セ
ン
タ
ー
下
車
徒
歩

一
分

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

10/29( 日)

案内図

市
民
の
消
費
生
活
を
支
え
る
卸
売
市
場
の
役

割
や
機
能
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
場

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

青
果
・
水
産
物
な
ど
の
即
売
や
模
擬
店
の
出

店
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

圖
北
部
市
場
容
3
4
1
・
6
1
6
1

開始時間 内容( ステージ) 時 間 模擬店等の内容

9:00 開会式
尸

言

９　

舮

る

販

売

・マクロの解体と即売

・鮮魚、干物の即売

・野菜・果実の産地直売

・食肉の即売

・花木の即売

9:30 おはやし･太鼓( つづみ連)

10 : 00
ハワイアンダンス( ピカケ

・フラ・メイツ)

10 : 40 こども太鼓　　　　　 ゛

11 : 20 カラオケ大会
30　

ｍ一

ｌ
■
～　

ｓ
一

９　　

13

催

し

物

・とん汁の無料配布

・うなぎのつかみ取り，

・心肺そ生法( 八ヶ崎消防署)

・模擬店

12 : 30
沖縄民謡・生バンド(チヤン

プラーズ)

13 : 00 閉会式

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

人口と世帯

人口　466,886人 ［＋　71］

男235,918 人 ［＋　54］

女230,968 人 ［＋　17］

世帯　183,255世帯［+ 91 ］

囗
は
前
月
比

主な内容

事務事業評価システムを導入

市立松戸高校入学生を募集　 ②

アツとびっくりクリスマスま

つど　　　　　　　　　　 ③

ごみの出し方が変わります ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

第53 回千葉県民体育大会で

身近な情報が盛りだくさん（昨年の消費生活展）

松戸市消費生活展が、11 月3 日癲～5日脚アートスポットまつど( 伊

勢丹松戸店新館9 階) で開催されます。

今年は、｢21 世紀へ　はじめの一歩(い～つぽ)｣ をテーマに、生活に

役立つ身近な生活関連情報を、さまざまな視点からお届けしまず。も

うすぐ21 世紀、新たな出発点として日々の暮らしを考えてみませんか。

楽しいアトラクションやくじ引きも用意していますので、ぜひお越

しください。

圖消費生活課消費生活センターQ366-7329

○どこまで・どれだけできる循環型社会

○いかそう、ペットボトル

○有機農産物つてなあに？

○主食( 米) をしっかり食べて元気に

○こんな施設がほしいな！

○介護用品をリフォームで

時　 間 11/3R 4出 5(日)

11:00 ～11:30
ペットボトルクイズとプ

ランターづくり
ごみクイズ

おりがみで小箱づくり

11:30 ～12:00 ビデ オ｢ これからの介護｣ ご はんさえあ れば

12:00 ～13:00 ケーキづくり ケーキづくり ケーキづくり

13:00 ～13:30 ごみクイズ

おりがみで小箱づくり

ごはんさえあれば

13:30 ～14:00

おりがみで小箱づくり

ビデ オ｢ ポストハーベス

ト・農薬汚染｣

14:00 ～14:30
ビデオ｢ ポストハーベス

ト・農薬汚染｣

ペットボトルクイズとプ

ランターづくり

14:30 ～15:00 ごはんさえあれば
ペットボトルクイズとプ

ランターづくり
ビデォ に れからの介護」

15 二00～15:30
ビデオ｢ ポストハーベス

ト・農薬汚染|
ビデオ｢ こ れからの介護｣ ごみクイズ

松戸市消費生活展

実行委員長

文入加代子さん

松戸市が男女総合優勝

県内33 郡市の体育協

会が参加し 、郡市対抗

で冬季・夏季・秋季を

合わせ39 種目で競い合

う千葉県民体育大会で、

松戸市が初めて男女総

合優勝に輝きました。

今慟令には　 扮戸市

から683 選手が参加し 、日ごろの活動の成果をいかんな＜

発揮。今年創立50 周年を迎えた松戸市体育協会をはじめ、

スポーツ団体関係者の悲願である優勝を勝ち取りました。

市では、競技スポーツ、スポーツ・レクリエーションを

問わず、市民の皆さんのスポーツ活動にこれからも期待し

ています。

圖 スポーツ課S363 ∠囗

もう すぐ21 世紀　 足 も とを か た め 、こ れから

の生 活を 共 に考 え まし ょう

今年は「21世紀へ　はじめの一歩」をテーマに、環境・

食・高齢者問題にスポットを当て考えてきました。

ご来場された皆さんと共に考え、意見の交換をしながら

さまざまな問題の解決の一助になれぱと思っています。

ご家族、お友だちなどお誘い合わせのうえ、ぜひご来場

ください。

地
下
鉄
Ｈ
号
線

平

蔵
門
線
）
の

松
戸
延
伸
の
早
期
実
現
と
地
下
鉄
８

号
線
（
有
楽
町
線
）
建
設
促
進
の
た

め
、
松
戸
市
と
都
内
三
区
（
葛
飾
区

・
墨
田
区

・
江
東
区
）
・
千
葉
県

・

車

只
都
と
合
同
で
、
運
輸
大
臣
・
営

団
総
裁
等
の
関
係
者
を
招
き
、
住
民

決
起
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

Ｈ
月
８
日
水
午
後
１
時
3
0分
か
ら

会
場
か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル

ズ
（
葛
飾
区
文
化
会
館
）
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
ホ
ー
ル

※
会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
用
意
し

ま
す
の
で
、
当
日
生

削
Ｈ
時
に
森

の
ホ
ー
ル
2
1レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

圃
1
0月
3
1日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で
総

務
企
画
本
部
企
画
管
理
室

登
3
6
6
・
7

3
1
1
へ

森のホール21 で行われた昨年の大会

地
下
鉄
８
・
1
1
号
線
建
設
促
進
住
民
決
起
大
会

松
戸
へ
地
下
鉄
を
延
ば
そ
う

アトラクションのご案内

主な展示内

容

松戸市消費生活展

日　時

○計量コーナー

○企業コーナー

午前9時～午後1時

〔雨天決行〕

北
部
市
場
ま
つ
り

秋季大会開会式（木更津市）



行
政
活
動
の
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

の
取
り
組
み
方
針
を
明
示
し
、
事
業

の
目
的
や
対
象
・
成
果
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
、
４
月
以
降
各
本
部
ご
と
に
政
策

目
的
体
系
（
案
）
を
作
成
し
て
い
ま

す
（
左
図
参
照
）
。

現
在
、
こ
の
よ
す
な
取
り
組
み
を

踏
ま
え
て
全
市
的
に
「
評
価
シ
ス
テ

ム
」
の
導
入
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ご

意

見

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
内
容
に

つ
い
て
は
、
行
政
資
料
セ
ン

タ
ー

（
市
役
所
別
館

一
階
）
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

、
市
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ニ

面
右
上
参
照
）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

松戸競輪｢イメージキャラクター｣の愛称募集

松戸競輪では、創立50周年を記念して松戸競輪のイメージキ

ャラクター(右参照)をつくりました。そこで、皆さんに広く親

しまれるような愛称を募集します。

応募方法①11 月15 日㈲〔消印有効〕までに、ハガ牛に愛称・住

所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入して、〒2ﾜ1  -0064 松戸市上本郷594

松戸競輪場内　第5∠順]日本選手権競輪開催推進本部事務局｢ 愛称募集｣ 係へ

②11 月15 日㈲までに、所定の申込用紙を備え付けの投票箱に投かん(申込用紙・

投票箱は､松戸競輪場･ 千葉県公営競技事務所･ 松戸市役所商工観光課にあります)

※採用者・応募者には、抽選で賞品を送ります(発表は12 月中旬の予定)。

※ハガキ・申込用紙1枚に付き1点で、何点でも応募可。

※採用された愛称は、松戸競輪の宣伝等で自由に使用することを了承願います。

平成13 年3月に松戸競輪場で開催される日本選手権競輪の愛称は、｢燦燦松戸ダ

ービー｣ に決まりました。

圖第54 回日本選手権競輪開催推進本部事務局昔308 －7561

市
立
松
戸
高
校
は
、
緑
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
、
広
大
な
敷
地
と

充
実
し
た
設
備
を
誇
る
明
る
く
さ
わ
や
か
な
学
校
で
す
。

昨
年
度
に
全
国
で
も
数
少
な
い
専
門
学
科
「
国
際
人
文
科
」
が
開

設
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
発
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
市
立
松
戸

高
校
で
、
充
実
し
た
三
年
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

回
生

立
松
戸
高
校
昔
3
8
5
・
３
２
０
１
、
学
務
課

昔
3
6
6
・
7
4
5
7

毎年大いに盛り上がる体育祭

募
集
定
員
（
予
定
）：
全

日
制
普
通

科
第

一
学
年

旦

二
亘

干

人

（
定
員

の
四
〇
％
以
内
を
推
薦
）、
国
際
人
文

甦

弔
一
学

年
＝
四
十
人

宦
恆
貝
の
五
〇

％
以
内
を
推
薦
）

応
蔓

貫
格
・：
市
内
在
住
で
中
学
校

も
し
く
は
こ
れ
に
淮
す

る
学
校
を
卒

業
し
た
人
ま
た
は
３
月
卒
業
見
込
み

の
人

（
た
だ
し
国
際
人
文
科
は
市
外

か
ら
の
応
募
も
可
）
　
　
　
　
　

’

出
願
手

続
き
…
必
要
書
類
を
在
籍

（
出
身
）
中
学
校
を
経
由
し
て
提
出
し

まつど発見！未来ヘアクセス～松戸未来予想図コンテスト

上位入賞作品が新京成電鉄の車体に展示

て
く
だ
さ
い
。

願

書
等

理
出
期
間
：

推

薦
選
抜

＝

１
月
2
4日

水
午
前

９
時
～
午
後
４
時

3
0分

・
2
5日

附
午
前

９
時
～
正

午
、

一
般
選
抜

＝
２
月
９
日

糜
・
1
3日
天

午
前
９
時
～
午

後
４
時
3
0分
、
1
4日

水
午
前

９
時
～
正

午

推

薦
検
査
…
１
月
3
1日
水

（
面
接

・
作
文
）
　
龠
場

市
立
松
戸
高
校
（
五

香
駅
西
口

か
ら
新
京
成

バ
ス
紙
敷
車

庫
行
き
で
「
市

立
高
校
」
下

車
ま
た

は
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
東
松
戸
駅
・
北

総
線
東
松
戸
駅
か
ら
徒
歩
十
三
分
）

学

刀
検
査
…
２
月
2
7日
㈹

（
国
語

・
数
学
・
英
語
・
理
科
・
社
会
）
・
2
8

日

水

（
面
接
）
　
会

場
市
立
松
戸
高

校
入
学
許
可
候
補
者
発
表
…
３
月
６

日

火
午
前
９
時
か
ら
市

立
松
戸
高
校

で※
海
外
帰
国
子
女
お
よ
び
中
国
等
引

揚
者
于

艾
の
特
別
選
抜
等
詳
し
く

は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

板橋英子さん（聖徳大学附属

小学校2年）の作品

ま
ち
づ
く
り

市
民
グ
ル
ー
プ

・
松
戸
ま
ち
づ

く
Ｉ
楽
講
と
㈹

松
戸
青
年
会
議

所
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
意
識

を
高
め
よ
う
と

「
松
戸
の
未
来
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に
絵

画
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
し
た
作
品
は
、
新
京
成

電
鉄
の
車
体
に
「
ア
ー
ト
ト
レ
イ
ン
」

と
し
て
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
作
品
・：
最
優
秀
賞

＝
板
橋
英

子
、
優
秀
賞

＝
須
永
沙
智
・・
大
智

・

美
幸
（
親
子
）
、
ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン
賞

＝
松
本
紫
歩
、
セ

ー
フ
テ
ィ

ー
で
賞

＝
園
田
萌
絵
、
ま
ち
に
は

い
ろ
い
ろ

あ

る
で
賞

＝
内
海
麻
衣
、
キ
ャ
ラ

ク

タ
ー
が
お
も
し
ろ
い
で
賞

＝
猪
又
尚
、

夢

が
あ
る
で
賞

＝
木
岡
海
青
、
ま
ち

づ
く
Ｉ

楽
講
賞

＝
佐
川
花
〔
敬
称
略
〕

國

㈹
松

戸
青

年
会
議
所
ま
ち
づ
く
り

委
員
会

昔
3
6
7
・
1
9
8
3

齟
松
戸
市
福
祉
公
社
で
は
、
利
用

会
員

の
自
宅
に
出
向
き
、
掃
除

・
洗

濯

・
調
理
な
ど
の
家
事
援
助

や
通
院

・
散
歩
の
介
魴
な
ど
の
介
護
援
助
サ

ー
ビ
ス
を
行
弓
協
力
会
員

を
募
集
し

て

い
ま
す
。

対
象
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意
識
を
お
持

ち
の
市
内
在
住

・
在
勤
の
二
十
歳
以

上
の
人
（
資
格
不
要
）
。
な
お
、
登
録

時
に
基
礎
研
修

（
無
料
）

を
六
日
間

受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

謳
基
礎

研

修

会
の

日

程
（
予

定

）

①
Ｈ
月
６
日
～
1
2月
Ｈ
日

の
毎
週

月

曜
日
、
午
後
１
時
3
0分
～
４
時
②

平

成
1
3年
１
月
1
7
H
～
２
月
2
1日
の

毎
週
水
曜
日
、
午
前
９

時
3
0分
～
正
午

会
場

衛
生
会
館
・
福
祉
公
社

圃
電
話
で
齟
松
戸
市
福

祉
公
社
事
業
係

昔
3
6
8
・

2
9
4
1
へ

あ
な
た
の
健
康

弱
　
視

弱
視
と
は
、
眼
鏡
を
掛
け
て
も

視
力

の
で

な

い
眼

の
こ

と
で
す

。

原
因
と
し
て
、
斜
視

・
屈
折
異
常

（
遠
視

・
乱
視

・
近
視
）
・
視
性
刺

激
遮
断
が
あ
り

ま
す
。
簡
単
に
言

う
と
、
物
が
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見

え

て
い
な
い
た
め
に
視
力

の
発
達

が
止
ま

っ
て
し
ま
う
の
で
す

。
で

す
か
ら
、
物
を
見

る
と

い
ラ

行
為

を
妨

げ
る
こ
と
は
す

べ
て
弱
視
の

原
因
に
な
ひ
得
ま
す
。

小
児
の
視
力
の
発
達
は
、
八
歳

ご
ろ
ま
で
で
す
の
で
、
こ

の
間
は

親

が
十
分
注
意
し

、
物

が
見
え

て

い
な
い
の
で
は
、
と
少
し

で
も
感

じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め
に
眼
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

眼
科
で
の
検
査

眼
科
で
何
を
す
る
か
と
い
え
ば
、

ま
ず
、
物
を
見
る
の
に
妨
げ
に
な

る
よ
う
な
病
気

が
な
い
か
を
検
査

し
ま
す
（
黒
目

が
濁
っ
て

い
な

い

か
、
白
内
障
が
な

い
か
、
眼
の
奥

に
病
気

が
な
い
か
な
ど
）
。

病
気
が
な
け
れ
ば
次
に
斜
視
や
、

屈
折
異
常

が
な
い
か
を
検
査
し
ま

す

。
屈
折
異
常

が
あ

る
場
合

は
、

検
査
用
の
目
薬
を
さ
し

て
、
遠
視

・
乱
視
・
近
視

の
度
数
を
確
認
し

ま
す
。
確
認
後
、
適
正

な
眼
鏡
を

掛
け
る
こ
と

で
物
を
は
っ
き
り
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
視

力

の
発
達

が
促
さ
れ
ま
す
。

視
力
回
復
セ
ン

タ
ー
や
視
力
回

復

グ
ッ
ズ
で
弱
視
や
近
視
な
ど
の

屈
折
異
常

が
治
る
と
信
じ
て
い
る

人

が
い
ま
だ
に
多

い
よ
う
で
す
が
、

視
力
発
達

の
可
能
性
の
あ

る
時
期

に
こ
う
し
た
も
の
に
頼
る
こ
と
は
、

そ
の
可
能
性
を
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す

。

ま
ず
、
病
気
の
有
無
が
わ
か
り

ま
せ
ん
。
幸
い
病
気

が
な
く
て
も
、

今
度
は
遠
視
や
乱
視
、
近
視
の
正

確
な
度
数
が
測

れ
ま
せ
ん
。
こ

れ

ば
か
り
は
い
く
ら
眼
科
医
で
も
目

薬
を
使

っ
て
検
査
し
な

い
こ
と
に

は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
ま
し

て

医

療
行
為

の
で
き

な

い
所

で
は

、

わ
か
る
は
ず
も
な
い
の
で
す
。

日
常
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か

こ
う
し
た
こ
と
を

良
く
理
解
し
、

親
の
責
任
と
し
て
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
斜

視

が
あ
り
そ
う

だ

っ
た
り

、

物
が
見

に
く
そ
う

に
し
て
い
る
場

合
は
、
早
め
に
眼
科
に
相
談
す

る
。

②
眼
鏡
を
掛
け
る
こ
と
で
、
物

が

は

っ
き
り
見
え

治
療
に
な
る
場
合

も
多

い
の
で
、
眼
鏡
に
対
し
て
偏

見
を
持
た
な
い
。

③
視
機
能
発
達
の
過
程

（
特
に
三

歳
以
下

）
で
、
眼
帯
を
す

る
な
ど
、

物
を
見

る
こ
と
を
妨

げ
る
行
為
を

し
な
い
。
・

④
結
膜
炎
で
は
、
と
軽
く
考
え
放

假
し

な
い
。
炎
症
が
ひ
ど
か
っ
た

り
、
長
引

い
た
り
す
る
と
苒
膜
（
黒

目
）
が
濁

っ
た
り
し
て
視
機
能
発

達
の
妨

げ
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
。

（
松

戸

市

医

師
会

）

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
、

ま
ず
行
政
自
ら
が
「
事
業
が
ど
の
よ

う
な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
対
象
者

に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？
」

を
明
ら
か
に
し
、
「
事
業
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
成
果
と
そ

れ
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
等
に
つ
い
て

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

図：政策目的体系(案)、消防局の一部

事務事業政　策

事故種別ごとの対策

救急事故の軽減

市民等の応急手当講習

をする

最
近

の
動

向
と
し
て
、
国
の
中
ｍ（

省
庁
に
お
け
る
政
策
評
価
の
取
り
組

み
や
先
進
的
な
地
方
自
治
体
に
よ
る

「
行
政
評
価
」
の
取
り
組
み
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
種

マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定

や
職
員
研

修
等
の
な
か
で
、
業
績
の
評
価
の
考

え
方
や
手
法
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し

た
。

政

策

目
的

体

系

を
作

成

し

ま
し

た

手
始

め
と
し
て
、
政
策
領
域

ご
と

市民の応急手当率を向上

する
心肺停止患者の
そ生率100 ％を

目指す

※口 二]の下は 、評

価尺度です。

※匚ニゴは 、今後全

事ヽ務事業を位置付

ける作業を行いま

す。

市民が連携して生命を

守る
市民の生命を
救う

予防救急を推進する

市 民 の 応 急 手 当 で 市 民

の 生 命 を 救 う

市民の救急技術の向上

より迅速な救急活動を

する
市民が安心できる救急

体制を確寸する

効率的な救急車の配置

をする

効率的な救急隊運用を

する

|車両装備の研究開発を

iする ’

松戸市消防救急情報の

確立をする

全救急隊の高規格化を

する

医療機関との連携をす

る

出場から現場到着まで5

分以内の救急体制と適確

な現場活動

高度化によりハイレベ
ルなサービスを市民に

提供する

救急車の高規格化と導入
資機材の評価

覚知から病院収容まで22j

分以内に行える体制づくリ

高度救急化に対応した

救急隊をつくる
ハイレベルな救急隊が

市民の生命を救う

過去5年の最高そ生率を

目指す

救急救命士の増員、特
定行為指示/指示数

施　策 基本事務事

業

平成13年

度

市
立
松
戸
高
校
入
学
生
を
募
集

福
祉
公
社
の

協
力
会
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
る
施
策
を
行
う
た
め
に

心

市

で

は

い｛・ｙ
‘
つ
年

度

か

ら

、
市

（
行

政

）
。
が

汳

っ

て

い

る
事

業

に

つ

い

て

評

価

を
行

う

「

事

務

事

業

評

価

シ

ス
テ

ム

」

の

導

入

゛
を
開
始
し
ま
し
た
。

千
ご

れ
ま

で

の

取

り

組

み

の

状

況

を

お
知

ら
せ

し

ま

す
？

万
圖

総

務

企

画

本

部

企

画

管
理

室

昔
3
6
6・
７

３

１
ｔ

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
？
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ペットボトルを使いモニュメントを創作

｢＠!　X'mas　Ｍ'

sDo!」
(アッとびっくり クリスマスまつど)川井敏久

松戸市青少年相談員連絡協議会では、｢プロジェクト21実行委員会｣

を結成し、来る21世紀に向けて新しい時代を担う青少年の皆さんと

市内で行える今世紀最後のイベントを企画・検討してきましたが、

下記の内容でイベントを実施することになりました。

そこで、行事スタッフとして協力・参加できる青少年を募集しま

す。 20世紀最後の思い出に、皆さんのご参加をお待ちしています。

勿開催日…12 月23 日竕

勿会場…松戸駅周辺・伊勢丹松戸店前広場

勿内容…ペットボトルを使ったモニュメントの作成と装飾など20 世

紀最後のクリスマスをテーマにしたイベント

鯔対象…15 歳以上25 歳以下の人

顯申込方法…11 月30 日(木)までに、電話でこども課公366ﾜ464 へ

スポーツの秋

日
増
し
に
秋
も
深
ま
り
、
体
を

動
か
す
の
に
は
快
適
な
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
市
民
運
動
会
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
市
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
1
0月
は
、

ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
本
番
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

江
戸
川
土
手
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
市
長

建設省建設技術展示館・市教育委員会共催

～災害にどう備えるか

期 日 時間 内　容

11/10廊
午後

１
時30

分
～
３
時

洪水発生と河川の整備

2頓 地震災害・火山災害

12/ 1銜 災害発生時の災害対策活動

8廊 道路災害

15窗 市民の防災活動

会
場
案
内
図

健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
関

心
の
高
い
と
こ
ろ
で
、
近
ご
ろ
で

は
、
運
動
着
姿
で
家
の
近
所
を
歩

い
た
り
、
走
っ
た
り
し
て
い
る
光

景
を
見
か
け
る
の
も
珍
し
い
こ
と

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
個
人
で

実
践
さ
れ
て
い
る
方
、
仲
間
同
士

で
楽
し
ま
れ
て
い
る
方
、
あ
る
い

は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
本
格
的

に
行

っ
て
い
る
方
な
ど
形
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
明
る
く
生
き
生
き

と
し
た
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
は
、

健
康
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

市
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体
や

地
域

の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
体
力
づ
く

り
運
動
や
保
健
・
福
祉
・
医
療
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

会場…建設技術展示館（建設省関東技術事

務所構内、左図参照）

講師…建設省関東技術事務所職員ほか

定員…先着60人

費用…無料

圃電話で公民館a368 ―1214 へ

交通…JR 新八柱駅または新京成八柱駅・常盤平駅南口

から新京成バス｢牧の原団地行き｣で牧野原小学校下車

徒歩2分

こ
う
し
た
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
組
織
的
な
健
康
・
体

力
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価

さ
れ
、
「
平
成
1
2年
度
体
力

つ
く
り
優
秀
組
織
表
彰
・
内
閣
総

理
大
臣
賞
」
を
松
戸
市
が
受
賞
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
㈱
健
康
・
体
力
づ

く
り
事
業
財
団
に
よ

る
も
の
で
、

表
彰
式
は
2
8日
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
に
行
わ
れ
た
第
五

十
三
回
千
葉
県
民
体
育
大
会
秋
季

大
会
で
は
、
冬
季
・
夏
季
大
会
の

成
績
と
合
わ
せ
、
松
戸
市
が
見
事

男
女
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

松
戸
市
体
育
協
会
を
は
じ
め
関
係

団
体
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い

戸定寄席

｢古典落語観賞会｣

徳
川
慶
喜
の
実
弟

・
徳
川
昭
武
が

住
ん
だ
戸
定
邸

で
、
古
典
薇

諳
を
鑑

賞
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

Ｈ
月
Ｈ
日
出
午
後
２

時
～
３
時

会

場
戸
定
邸
客
間

内
容

廓
噺

「
明

烏
」
＝
柳
亭
燕

路
師
匠
、
前
座
「
太
神

楽
」
＝
鏡
味
仙
一
氏
　

定
員
七
十
人

（
抽
選
）
　
費
用
五
百
円

（
入
館
料
は

別
途
）

圃
‥
1
1
月
４
日

出
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
複

数
名
記
入
可

）
・
電
話
番

号

・
返

信

用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
干
2
7
1
－
0

0
9
2
　

松
戸
市
松
戸
七
一
四

の
一

戸
定
歴
史
館
戸
定
寄
席
係
（

昔
3
6
2
・

9
X
O
l
にａ
Ｏ
）
　へ

た
県
民
体
育
大
会
初
優
勝
で
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
心
か
ら

拍
手
を
送
り
ま
す
。
今
年
は
、
折

り
し
も
松
戸
市
体
育
協
会
設
立
五

十
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。
ま
さ

に
記
念
の
年
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
快
挙
で
し
た
。

元
来
、
私
自
身
も
体
を
動
か
す

こ
と
が
好
き
で
、
以
前
は
よ
く
野

球
な
ど
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
な
か
な
か
運
動
の
た
め

の
時
間
が
取

れ
ず
、
専
ら
皆
さ
ん

の
活
躍
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る

だ
け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し

た
。

今
回
の
明
る
い
話
題
を
き
っ
か
け

に
、
私
も
一
念
発
起
し
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
も
、
で

き
る
だ
け
体
を
動
か
す
こ
と
を
心

掛
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
6
0年
３
月
に
「
世
界

平
和
都
市
宣

言
」
を
宣
言
し
て
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
平
和
事
業

を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、「
戦
時
中

の
食
事
体
験
講
座
」

が
あ
り
ま
す
。

食
糧
難
の
時
代
の
食
事
を
調
理
し
、

再
現
す

る
講
座
で
、
今
年
度
は
、
平

成
Ｂ
年
２
月
を
予
足
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
戦
時
中

の
食
事

の
メ
ニ

ュ

ー
、
調
理
方
法
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
等

を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
（

ガ
キ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

送
付
先
二

１‐
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸

市
根
本
三
八
七

の
五
　

松
戸
市
役
所

総
務
企
画

本
部
総
務
課

（

昔
3
6
6
・
7

3
0
5

）

古
シ
ュ
ー
ズ

取
り
出
し
秋
を

歩
み
け
り

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 専 用 の フ ァ ク ス と 、市 長 直 通

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま すｏ

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連絡 先 を お 書 き 添 え く ださ い) 。

F  AX366 ―2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(9月末現在の受信件数)ファクス690件､メール337件

調理後は、皆で試食します

こちら

消費生活センター

▽
資
格
商
法
の

二
次
被
害

『
以

前
、
資
格
講
座
を
契
約
し

ま
し
た
が
、
業
者
か
ら
継
続
に
な

っ
て
い
る
と
電
話
が
あ
り
、
再
度

申
し
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
』

三
年
前
に
行
政
書
士

の
資
格
講

座
を
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
契
約
し

ま
し
た
。
忙
し
く
て
勉
強
で
き
ず

に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
こ

ろ
、
突
然
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
届
け

が
な

い

の
で
継
続
に
な

っ
て
い
る
」
と

強
い
口
調
で
言

わ
れ
、
送
ら
れ

て
き
た
申
込
書

に
記
入
し
て
返

送
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
支
払

い
が
困
難
な
の

で
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
は
数
力

月
後
に
し
ま
し

た
。
ま
だ
教
材

は
受
け
取
っ
て

い
ま
せ
ん
が
解

約
で
き
な

い
で
し

ょ
う

か
。

・
契
約
金
額

…
四
十
八
万
円

・
既
払

い
金

…
な
し

（
相
談
者
　
二
十
歳
代
男
性
）

セ
ン
タ
ー
対
応

解
約
す
る
と
の
文
書
を
業
者
に

出
す
と
、
怒
ら
せ

て
怖

い
思

い
を

す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
相
談
者

が
不

安
を
訴
え
た
た
め
、
セ
ン

タ

ー
か
ら
業
者
に
連
絡
を
し
ま
し
た
。

「
以

前

の
講

座
が
や

め
ら
れ
な

い
相談事例・第5回

以前の資格講座が継続されて

いる？

相談専用　 ３６５- ６５６５

と
説
明
す
る
は
ず
は
な
い
」
と
主

張
し
ま
し
た
が
、
金
銭
の
受
け
渡

し
、
商
品
の
送
付
も
な
い
こ
と
か

ら
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と
指

摘
し
て
、
契
約
の
取
り
消
し
を
し

ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

資
格
商
法
は
、
自
宅
や
職
場
に

電
話
が
あ
り
「
資
格
を
と
れ
ば
仕

事
を
紹
介

す
る
」

な
ど
と
言
い
、
し

つ
こ
ぐ
迫
り
半
ば

強
引
に
契
約
を
結

ん
で
し
ま
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
最
近
は

過
去
に
契
約
し
た

人
に
「
資
格
を
と

る
ま
で
や
め
ら
れ

な
い
」
「
他

の
業

者
の
勧
誘
を
や
め

さ
せ
る
」
な
ど
の

名
目
で
新
た
な
契

約
を
さ
せ
る
二
次

被
害
の
相
談
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
義

務
は

Ｉ
切
な
く
、
支
払
い
が
終
了

し
て
い
れ
ば
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
一
度
断
っ
た
人
に
再
勧

誘
す
る
こ
と
は
、
訪
問
販
売
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
内
職
商
法
の
事
例
を

掲
載
し
ま
す
。

12/2

3(祝)

20世紀最後の思い出に！　奮ってご参加ください

市長室・発
No.73

成人講座 地震、火山、洪水

戦
時
中
の
食
事
に
関
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集

ＮＯ 。６

(月～金曜日、午前9時～午後4時)

あ
る
日

勤
務
先
に
電
話
が
き
た

以
前
に

契
約
し
た

講
座
が
継
続

に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
申
込
書

を
送
り
ま
す
。

〔全5 回 〕ﾉ



燃やせるごみ（変更なし）

生ごみ

紙くず…再生利用できない紙＜ず

庭木…50cm 以下に切断したもの

落ち葉

紙おむつ・生理用品・たばこの吸

いがらなど

資源ごみ（変更なし）

紙類…ダンボール・新聞・チラシ・雑

誌など

布類…古着・衣類・ボロ布など

ビン類…化粧ビンを除＜

缶類…アルミ缶・スチール缶（スプレ

ー缶も含む）など

金属類…粗大ごみを除く家電製品・自

転車など

リサイクルするプラスチック

(商品の容器や包装に使われている

プラスチック)

レジ袋・ラップなど

カップ・トレーなど

調味料・洗剤などの容器

お菓子などの袋

シャンプーなどのボトル

ペットボトルなどのキャップ

ペットボトル

飲料用

しょう油用

お酒・みりん用

※ギャップははずしてリサイク

ルするプラスチックに出して

ください。

有害ごみ（変更なし）

●乾電池

●蛍光灯

●体温計など

粗大ごみ（電話申し込み）

粗大ごみ受付センター0391  -0007

※洗濯機・ブラウン管テレビ・エア

コンディショナー・冷蔵庫を除く

下記のとおりごみ分別説明会を開催します。

皆さん、ぜひ来てください。

ごみ分別説明会日程表（どの会場でも可）

その他のプラスチックなどのごみ

が
んぐ

文具・玩具・趣味用品・日用品などの

プラスチックおよびゴム製品…くし・

歯ブラシ・ハンガー・ゴム手袋・浮き

輪 一定規・ビデオテープ・ペン・おも

ちゃ・食器など

リサイクルするプラスチックのうち汚

れが付着しているもの

陶磁器・ガラスなどのごみ

陶磁器類

ガラス類

刃物・鏡・化粧ビンなど

30cm 以上のプラスチック製

品で、粗大ごみに該当しない

もの

モニターの１人である千葉留美江さんは、「松戸市消費

者の会」副会長ということもあり、以前からスーパーに

トレー回収箱を設置することを働きかけたり、買い物袋

をもらわないマイバック運動を進めたりとごみ問題に積

極的に取り組んでいますＯ

しかし実際にやってみると「子どもたちはこれはどっ

千葉留美江さん

ち？と戸惑い気味でした｣。

｢8 分別の方法は分かりやす

く周知することが必要だと思い

ます。確かに手間が増えるし 、

台所のスペースも狭＜なるけれ

ども、松戸市内のごみは、でき

る限り市内でリサイクルしたり

再利用したりして最終処分に回

すごみを減らさなくてはいけな

いと思うので、きちんと分別す

ることが非常に大事になります

よね｣ と真剣な表情で話してい

ました。

納

期
内

の
納

付

に

ご
協

力

を

1
0月
3
1日
㈹
は
市
県
民
税
（
第
三

期
）
の
納
期
限
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

圖
収
納
課
管
理
係

登
3
6
6
・
7
3
9
6

パ

ー
ト

保
健

婦

（
士

）
　・
助
産

婦

・
理

学
療

法
士

を
募

集

対
象
保
健
婦

壬

）・
助
産
婦
・
理

学
療
法
士
の
資
格
を
有
す
る
人
　
業

務
内
容
検
診
・
相
談
業
務
・
家
庭
訪

問
・
リ
（

ビ
リ
教
室
運
営
業
務

奈
市
内
の
医
療
機
関
に
勤
務
し
て
い

る
人
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

圖
保
健
福
祉
課
保
健
係

登
3
6
6
・
７
４

ご

み

ツ

ア

ー

私

た
ち

が
毎

日

出
し

て

い
る

ご
み

が
、

ど

の
よ
う

に

処

理

さ
れ

て

い
る

の

か

を

知

っ

て

い
た

だ

く

た

め

に

、

清

掃
施

設

の
見

学

会

を
毎

月
第

二

水

曜

日

に
行

い
ま

す

。

対

象

車

回

仕
住

の
人

（
乳
幼

児

の

参

加

は
不
可

）
　

時

間

午
前
８

時
5
0

分

～
正

午
　

コ

ー
ス
市

役

所
地

下

玄

関
集
合

～
日

暮

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ

ー

～

資
源

リ

サ

イ

ク
ル

セ

ン

タ
ー
～

和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ

ー
～

市

役

所

解

散

定

員
先

着
二

十

人

（
二

十

人

以

上

の

団

体

は

ご

相

談

く

だ

さ

い
。
申

し

込

み
人

数

が
十

人

以
下

の

場
合

は
中

止
し

ま

す
）
　

春
畠
嶌

料

※
現
在
一
1
1
1
1

一
月
８

日

・
1
2月
1
3
日

分

を

受

け
付

け

て

い
ま

す

。

圃

実
施

希

望
日

の
五

日

前
ま

で
に

、

電
話

で
環

境
計

画

課

容
3
6
6
・
7
3
3

2
へ

犬

の

飼

い
方

教

室

1
1
1
1

一
月
1
6日

水
午
後
１
時
か
ら
　

会

場
東
葛
飾
合
同
庁

箜
（

階
第
二
会
議

室
　

内
容
家
庭
犬

の
し
つ
け
な
ど

の

講
話
と
質
疑
応
答
に
よ
る
相
談

対

象

犬
を
飼

っ
て
い
る
人

（
今
後
飼
う

予
定
の
人
も
可
）
　

定
蕀
无
着
二
十

人
　

眥

拑
五
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

※
飼
育
犬
は
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
せ
ん
。

匣

電
話
で
松
戸
保
健
所

登
3
6
1
・
2
1

2
1
へ

「
歌
の

街
」
の

放

送
時
間

が
変

わ

り

ま
す

防
災
行
政
用
無
線
局
の
試
験
放
送

と
し
て
流
し
て
い
る
「
歌
の
街
」
の

放
送
時
間
が
、
Ｈ
月
１
日
水
～
平
成

1
3年
１
月
3
1日
水
の
問
、
午
後
４
時

3
0分
に
な
り
ま
す
。

圜
防
災
課

登
3
6
6
・
7
3
0
9

市

立

東

松

戸

病

院

神

経

難

病

外

来

の

開

始

Ｈ一
月
か
ら
神
経
内
科

外
来
で
は
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変
成

症
等

を
対
象
と
す
る
神
経
難
病
外
来

を
開
始
し
ま
す
。

受
晢

益
呀
母
週
木
曜
日
午
前
８
時

3
0分
～
1
1
1
1

時

圜

車

立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

昔
3
9
1
･
　
Iに
ａ
ｒａ
Ｏ
Ｏ

原

爆

被

爆

者

二

世

の

健

康

診

断

㈱
日
本
公
衆
衛
生
協
会
で
は
原
爆

被
爆
者
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す

。

期
間

半
成
1
3年
３
月
1
0日

出
ま
で

対
乖
向
親
ま
た
は
両

親
の
ど
ち
ら
か

が
原
爆
被
爆
者
で
、
受

診
を
希
望
す

る
人
※
受
診
希
望
者

が
多
数
の
場
合
は
昨

年
度
未
受
診
者
を
優
先

匣

平
成
1
3年
２
月
1
6日

窗
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
（

ガ
キ
に
「
健
康
診
断
希
望
」

・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号

・
生
年

月
日
・
被
爆
者
で
あ
る
親
の
氏
名

・

住
所

・
被
爆
者
手
帳
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
6
0
－
8
6
6
7

千
葉
市
中

臾

区
市
場
町

一
の
一
　

千
葉
県
健
康
福

祉
部
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

（

容

0
4
3
・
2
2
3
・
2
3
4
9

）
　へ

８
分
別
は
ど
ん
な
ご
み
？
（
分
別
一
覧
）

会　場 開催日 時　間

小金北小学校 11月　1日㈲ 午後ﾜ時～8時30分

矢切小学校 11月　1日圉 午後ﾜ時～8時30分

松ケ丘小学校 11月2 日困 午後ﾜ時～8時30分

殿平賀小学校 11月4 日出 午後2時～3時30分

梨香台小学校 11月4 日出 午後2時～3時30分

横須賀小学校 11月　5日紐 午前10時～11時30分

東部小学校 11月　５日(日) 午前10時～11時30分

大檣小学校 11月 ５目目 午後2時～3時30分

新松戸北小学校 11月 ５日(日) 午後2時～3時30分

和名ケ谷小学校 11月　ワ日(火) 午後ﾜ時～8時30分

柿ノ木台小学校 11月9 日㈲ 午後ﾜ時～8時30分

根木内東小学校 11月 ９日(木) 午後ﾜ時～8時30分

南部小学校 11月11日出 午前10時～11時30分

根木内小学校 11月11日出 午前10時～11時30分

幸谷小学校 11月11日出 午後2時～3時30分

古ヶ畸南小学校 11月11日出 午後2時～3時30分

新松戸西小学校 11月12日⑧ 午前10時～11時30分

六実小学校 11月12日(日) 午前10時～11時30分

旭町小学校 11月12日(日) 午後2時～3時30分

高木第二小学校 11月12日(日) 午後2時～3時30分

上本郷第二小学校 11月14日㈹ 午後ﾜ時～8時30分

河原塚小学校 １１月纐日(火)ヽ 午後ﾜ時～8時30分

常盤平第一小学校 11月16日㈲ 午後ﾜ時～8時30分

ハケ畸小学校 11月拓日困 午後ﾜ時～8時30分

会　場 開催日 時　間

馬橋北小学校 11月18日出 午後2時～3時30分

貝の花小学校 11月19日臼 午前10時～11時30分

北部小学校 11月19日斜 午前10時～11時30分

中部小学校 11月19日(日) 午後2眄～3日寺30分

稔台小学校 11月21日㈹ 午後ﾜ時～8時30分

六実第二小学校 11月21日㈹ 午後ﾜ時～8時30分

松飛台第二小学校 11月22日㈲ 午後ﾜ時～8時30分
馬橋小学校 11月22日㈲ 午後ﾜ時～8時30分

古ケ崎小学校 11月25日出 午前10時～11時30分

常盤平第二小学校 １１月25日(土) 午前10時～11時30分

新松戸南小学校 11月25日(二0 午後2時～3時30分

六実第三小学校 11月25日出 午後2時～3時30分

上本郷小学校 11月26日⑧ 午前10時～11時30分

牧野原小学校 11月26日⑧ 午前10時～11時30分

金ヶ作小学校 11月26日臼 午後2時～3時30分

相模台小学校 11月26日(日) 午後2時～3時30分

高木小学校 11月2ﾜ日(月) 午後ﾜ時～8時30分

松飛台小学校 11月2ﾜ日(月) 午後ﾜ時～8時30分

寒風台小学校 １１月28日(火) 午後ﾜ時～8時30分

八ヶ綺第二小学校 11月28日㈹ 午後ﾜ時～8時30分

小金小学校 11月29日㈲ 午後ﾜ時～8時30分

栗ヶ沢小学校 11月30日困 午後ﾜ時～8時30分

常盤平第三小学校 12月3 日日 午前10時～11時30分
会 場 は い ずれ も 体 育館　 持 ち 物 履 き 物

下

水

道

施

設

見

学

会

１１一
月
９
日
困
午
前
９
時
1
5分
市
役

所
正
面
玄
関
前
集
合
、
午
後
３
時
解

散
予

定
　
コ
ー
ス
市
役
所
～
手
賀
沼

流
域
下

蚤

卮
処
理
場
～
金
ケ
作
終
末

処
理
場
～
市
役
所
　

定
員
先
着
二
十

人
　

眥

拑
無
料

圃
1
0月
3
1日

㈹
ま
で
に
、
電
話
で
下

水
道
計
画
課

昔
3
6
6
・
7
3
6
1

へ

43 世帯136 人の市民に、モニターとして

１ヵ月間、8分別を実践していただきました



平成13年4月から

現在、私たちの便利で豊かな生活は、製品の大量生産・大量消費・大量廃棄

の社会経済システムに支えられており、その結果、環境の破壊や天然資源の枯

渇・最終処分場の不足などの、地球規模の環境汚染問題を引き起こしています。

この問題を解決するためには、生活スタイルを変革し、製品の生産・流通・

販売・消費・廃棄および処理の各段階において、環境に与える影響を軽減する

「資源循環型社会（リサイクル型の都市）」の実現が必要になります。

そこで市では、容器包装リサイクル法に基づいて、容器包装に使われている

プラスチックをリサイクルするたあ、平成13 年4月１日から現在のごみの区分

を見直します。

新たな分別収集の詳細についてお知らせします。

①燃やせるごみ(週3回)

(松戸市の地図をモチーフにしたフクロウで、リ

サイクルをシンボライズした矢印を胸に抱き、いつ

もごみ問題について考えています。シンボルカラー

の緑は松戸市のイメージカラーといつまでも美しい

地球であるようにとの願いが込められています)

④粗大ごみ( 戸別回収)

変わります
圖環境計画課a366-5382

①燃やせるごみ（週3回）
※月1回は「陶磁器・ガラスなどのごみ」の日になります

②資源ごみ（週1回）

※洗濯機・ブラウン管テレビ・エアコンディショナー・冷蔵庫を除＜

⑤陶磁器・ガラスなどのごみ(月1回)

⑤燃やせないごみ( 週2回)

容器包装は、どうして分けなきゃいけないの？

現在、燃やせないごみは、一部は固形燃料の原料にし、一部は和名ケ谷クリーンセ

ンターで焼却および民間最終処分場に搬出され処分されており、費用はすべて市の負

担になっています。

容器包装リサイクル法では、容器や包装に使われているプラスチックを市が分別収

集し、「指定法人」（製造メーカー等が自らリサイクルできない場合、リサイクルを代

行するよう国が定めた法人）に引き渡すと、それを特定事業者（容器包装を製造・使

用している事業者）が事業者責任として費用のほとんどを負担してリサイクルします。

この法律を活用するためには、容器や包装に使われているプラスチックを分別する

必要があり、分別することにより費用が軽減され、リサイクルが促進されます。

リサイクルするプラスチックおよびペットボトルの流れ

市民が排出 収集し、指定法

人に引き渡す

分別

引渡

リサイクルする

リサイクル費用

リ サイクル

資源

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

※商品の容器や包装に使われているプラスチック

⑦その他のプラスチックなどのごみ(週1回)
※プラスチック・ゴム・合成皮革製品

⑧ペットボトル(協力店鋪で拠点回収)
※集団回収には今までどおリ出せます

家電4品目はどうやって出せばいいの？
平成13 年4月１日からご家電リサイクル法によって指定された4品目を廃棄するときは、

家電を買い換えた小売業者またはもともと購人した小売業者に引き取ってもらいます。

引き取りの際には、リサイクル費用と収集運搬の費用の両方を支払うことが法律により

義務付けられます（品目と金額は下表参照）Ｏ

品　目 リサイクル料金(税別)

洗濯機 2,∠L00円十収集運搬費

ブラウン管テレビ 2,ﾜ00円十収集運搬費

エアコンディショナー 3,500円十収集運搬費

冷蔵庫 4,600円十収集運搬費

※9/8に公表された松下・三菱・日立・東芝・

シャープ・ソニー製品の料金です（各社同

額）。

※各製品の大きさには関係な＜、統一料金。

※このリサイクル料金は、全国共通です。

家電4 品目のリサイクルの流れ(洗濯機・ブラウン管テレビ・エアコンディショナー・冷蔵庫)

市民が排出 市民から収集し、
メーカーまで運搬

ノサ イクル
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資源
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和名ケ谷クリーンセンター

ごみの出し方が

｢燃やせないごみ｣が、４つめ

区分に分かれます！

わたしは市のごみ減らしシンボルキャラ
クター「クリンクルちゃん」です。今回は
来年4月からごみの分別方法が変わること
についてお知らせします。

－
リ サ イ ク ル 費 用

再
生
品

性
犯
罪
を
絶
対
許
す
な
！

費用
収集運搬費用

リサイクル費用

③有害ごみ（週1回）

④粗大ごみ（戸別回収）

⑥リサイクルするプラスチック(週1回)

②資源ごみ(週1回)

③有害ごみ(週1回)

現行 13 年4 月から
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麟

讙展

示
朧

麟

10/31㈹～11/8休） 「菊花展」　　　千松菊花会

11/1C 銜～16困
｢第ﾜ回草木染展｣

ザ.'糸くるま
※展示 の受け付けは 、1月申 込み分から 、利用 月の2 ヵ

月前 から にな り ます。

廱
譬

飯観

察

会蓙
廱

賺

11/50日)
午前10時～11時30分

野草ウオツチンゲ
講師自然解説員・川端祥子氏

11/25圉
午前10時～11時30分

昆虫ウオツチンゲ
講師自然解説員・前園泰徳氏

11/25(1}午後2時～3時ヽ
季節のみどころ歩き
案内役パークセンター職員

定 員先着25 人 費用無料 ．

申し 込み当日 パークセン ターで　　　　 〔雨天中止 〕

Ｗ相

談

皿

毎週水・土・日曜日と
祝日午前10時～正午、
午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑
に関する相談（電話でも受け
付けます）

開館時間…午前9時～午後4時30分（月曜は休館。

ただし、祝日は開館し翌日休館）

※11月１日㈲からは午後4時まで

「
」
青

空

子

ど

も

囲

碁

コ

ー
ナ

ー

①
1
1月
３
日
蜘

午
前
ｍ

時
～
午
後

３
時

〔
雨
天
中
止
〕
②
1
1月
５
日
日

午
前
ｍ

時
～

午
後
１

時

【
雨
天
の
場

合
‥日
月
1
2日
脚
に
順

延
】
　

会
場

①

金
ケ
作
公
園

②

衵
模
台
学
童
保
育
所

内
容
だ

れ
で
も
で
き
る
囲
碁
ゲ
ー
ム

対
象
五
歳
く
ら
い
か
ら
　

費
用

①
百

五
十
円
（「
子
ど

も
ま
つ
リ
」
入

場
料
）

②
無
料

圖
と

き
わ
だ
い
ら
少
年
少
女
囲
碁
ク

ラ
ブ

・
武
市

昔
3
6
7
・
3
0
4
4

（
夜

間
の
み
）

「
」
と

き

わ
平
幼

児

教

室

バ

ザ

ー

ｍ

月
2
9日
脚
午
前
1
0時
か
ら

雨

天
決
行
〕
　
会
場
と
き
わ
平
幼
児
教

室
　
内
容
手
作
り
お
も
ち
ゃ
（
輪
つ

な
ぎ
・
指
人
形
な
ど
）

圖
と
き
わ
平
幼
児
教
室

昔
3
8
6
0
9

6
0

［
］
い
き

い
き
と

生

活

す

る
た

め

の
健

康

生

活
リ

ハ

ビ

リ
教

室

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
火
曜

日
、
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝

水
曜
日
、
小
金
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

＝
木
曜
日
、
吝
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
（
お
お
む
ね
週
一
回
）
　
内
容
身

の
周
り
の
動
作
の
練
習
・
健
康
相
談

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
　
対
象

市
内
在
住
の
四
十
歳
以
上
で
脳
卒
中

後
遺
症
等
に
よ
る
障
害
が
あ
り
、
介

護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
　
期

間
原
則
一
年
　
担
当
理
学
療
法
士
・

保
健
婦
ほ
か
　
費
用
無
料

※
そ
の
ほ
か
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
の

ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詈
保
健
福
祉
課
保
健
係

昔
暴

７
４

［
］
愛

の

献

血

（
松

戸

ラ
イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ

）

1
0月
2
6日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
　
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
前

回
保
健
福
祉
課
検
診
係

登
聊

ワ
４

只

）
７

［
］
文

化

財

史

跡

め

ぐ

り

1
1月
1
0日
章
・
1
3日

㈲
・
2
2日
伽

2
4日

章
各
午
前
９

時
3
0分
市
役
所

地
下
玄
関
集
合
、
午
後
４

時
解
散
予

定
　

コ

ー
ス
経
世
塚
上

尸
定
邸
～
龍

善
寺

（
首
切
地
蔵
）
～

明
治
神
社
・

上
本
郷
遺
跡
～
本
福
寺
～
風
早
神
社

～
旧
小
金
宿
～
本
土
寺
～

幸
田
貝
塚

～
広
徳
寺
～
大
谷
口
歴
史
公

園
　

対

象
市
内

在
住
の
人
　

定
員
吝
二
十
人

（
抽
選
）
　
持
ち
物
昼
食
　

費
用
無
料

※
龍
善
寺
か
ら
風
早
神
社
ま
で
は
徒

歩

。
ほ
か
は
バ
ス
を
利
用

圃
1
0月
3
0日
㈲

〔
必
着
〕
ま
で
に

、

往
復
ハ

ガ
牛
に
参
加
す
る
人

（
一
枚

で
二
人
ま
で
）
の
住
所

・
氏
名

・
年

齢
・
電
話
番
号

・
希
望
日

（
第
二
希

望
ま
で
）
を
記
入
し
て

、
〒
劉
－
8

5
8
8

松
戸
市
根
本
三
五
六
　

松
戸

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財

係

（
登
3
6
6
・
7
4
6
2

）
へ

［
］
思
春

期

な

や
み

相

談

1
0月
3
1日
㈹
午
後
２
時
～
４
時

会
場
松
戸
保
健
所
　
内
容
臨
床
心
理

士
に
よ
る
思
春
期
の
心
・
体
・
性
等

の
悩
み
に
関
す
る
相
談
　
対
象
本
人

・
家
族
、
関
係
者
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

昔
3
6
1
・
2
1
2
1
へ

［
］
療

育

相

談

‥川
月
1
6日
困

安
付
時
間
午
後
１
時

～
１

時
3
0分
　

会
場
松
戸
保
健
所

対
象

①
十
八
歳
未
満
で
整
形
外
科
的

心
配
の
あ
る
人

（
手
足

・
筋
肉

・
骨

形
成
な
ど
）

②
市
で
実
施
し
て
い
る

乳
児
言

診

肱
ぼ
槍
診
末
受
診
者

内
容
診
察
・
必
要
時
エ
ッ
ク
ス
線
直

接
撮
影

・
保
健
指
導
　

持
ち
物
母
子

健
康
手
帳
　

費
用

無
料

※
予
約
制

圃

電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

音
3
6
1
・（
ソ
）Ｉ
（
ソ
）１
へ

［
］
酒

の

悩

み

ご
と

相

談

・
酒

害

家

族

教
室

1
1月
２
日
困
・
1
6日
困
①
相
談
＝

午
後
１

時
3
0分
～
２
時
3
0分
①
教
室

＝
午
後
３
時
～
４
時
3
0分
　
会
場
松

［
］
星

空
観

望

会

1
1月
1
1日
出
①
午
後
ら
時
か
ら
＝

今
夜
の
星
空
解
説
②
午
後
ワ
時
か
ら

＝
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
月
や
土
星

を
観
望
〔
雨
天

亠
雲
天
時
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
見
学
の
み
〕
　
会
場
市
民

会
館
①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
⑦
屋
上

定
員
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

登
3
6
8
・
1
2
3
7
へ

「
」
映

画

「
あ

か
ね

色

の
空

を

見

た
よ

」
（
中

山

節
夫

監

督

作

品
）

1
1月
1
5日
㈲
午
前
ｍ

時
・
午
後
２

時
・
６
時
3
0分
か
ら
　
会
場
市
民
会

館
　
費
用
千
二
百
円
（
小
中
高
校
生

八
百
円
）

圜
上
映
実
行
委
員
会
（
松
戸
市
教
育

会
館
内
）
　・
奥
田

登
3
6
2
・
3
7
3
8

戸
保
健
所
　
内
容
①
ア
ル
コ
ー
ル
の

飲
み
方
に
心
配
の
あ
る
人
ま
た
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
専
門
医
師
・
精
神

保
健
福
祉
相
談
員
・
保
健
婦
に
よ
る

相
談
②
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
を
抱

え
る
家
族
同
士
の
勉
強
と
話
し
合
い

費
用
無
料

※
予
約
制

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
課
昔
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

［
］
食
生

活

講

座

頑諒察日 活時 循難 俳談贈俳麟賺漆繼年内宿親容顔膕繼難㈱寒繼絋
心 雪 ～゛゙ 肖囑
ﾂ 然 午前10

時
～

午
後
１

時30

分

（‥日

月24

日
は
正
午
ま
で
匸

健康と食生活について（お話）
スピード料理（実習）

鑼 啓 家族そろって生活習慣病を予防しようバード （お話）

野菜をい っぱい食 べよう 八実習）

題 記 健康づ＜リと運動・休養について（お話）
手軽にできるヨガ（実技）

囂 囂 家族そろつて生活習慣病を予防しようﾊﾟｰﾄ2 （お話）

カ ルシ ウムを上手 にとろう （実習） グ　　
ト

会場常盤平保健福祉センター　対象本講座を初めて受け

る人　定員先着30人　費用無料

圃電話で常盤平保健福祉センター登384 ―1333 へ

【
】
松

戸

交
通

安

全

母
の

会

「
交

通

遺
児

援
護

バ
ザ

ー
」

1
1月
３
日
歸
午
前
1
0時
～
午
後
２

時
　
会
場
市
民
会
館

圜
安
全
課
市
民
安
全
係

昔
顯

７
３

【
】
借

地

借
家

の

無

料
相

談

‥目
月
２
日
㈲
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圜
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
仏
ｓ

53
4
.
3
5
4
8

【
】
民

演

秋

の

ダ

ン

ス

パ

ー
テ

ィ

ー
（
ビ

ッ

グ

バ
ン

ド

の

生

演

奏

）

1
1月
４

日
出
午
後
２

時
～
ワ
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　費
用
千
円
（
飲

み
物
付

き
）

圖
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋

昔
3
4
1
・
３

［
］
東

松

戸

病

院

健

康

セ

ミ

ナ

ー

1
1月
糒
日
出

午
後
３
時
～
４

時
3
0

分
　

会
場
東
松
戸
病
院
　

内
容
講
演

「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」
　
定

員
先
着
七
十
人
　

費
用
無
料

圃
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
険
福
祉
医

療
室

昔
3
9
1
・
5
5
0
0

へ

「
」
予

防
接

種

の

お
知

ら

せ

1
1月
上
旬
、
平
成
1
2年
８
月
１
日

～
９
月
3
0日
生
ま
れ
の
人
に
予
防
接

種
の
通
知
を
し
ま
す
。
ま
た
裹
１
に

該
当
す
る
人
は
、
申
し
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
吝
支
所
の
市
民
健
康
相
談
室
で

申
し
込
む
か
、
ハ
ガ
牛
記
入
要
領
を

参
照
に
記
入
し
、
干
劉
－
0
0
7
2

松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
の
三
松
戸
市
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　
保
健
福

ハガキ記入要領

・希望する予防接種名（複数可）

・初めてまたは、○回受けた

・今まで受けた日付け

年　　 月　　日

年　　 月　　日

・郵便番号と住所

・保護者氏名

・子どもの氏名

・子どもの生年月日（学年）

・電話番号

【
】
千
葉
Ｆ
Ｐ
フ
ォ

ー
ラ
ム
ニ
○
○

○
1
0月
2
9日
⑧
①
午
後
１
時
～
４

時

1
5分
＝
女
性
の
た
め
の
家
計
応
援
セ

ミ
ナ
上

白
午
前
ｍ

時
～
午
後
４
時
＝

家
計
の
た
め
の
無
料
相
談
会
（
予
約

制
）
　
会
場
聖
徳
大
学

園
日
本
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
ズ
協
会
千
葉
支
部
事
務
局
・
大

井

登
3
0
8
・
4
0
7
0

【
】
矢

切

バ

ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ

ン

グ

の

集

い

‥日
月
４
日
出
午
前
1
0時
～
正
午

集
合
場
所
下
矢
切
「
野
菊
の
墓
」
文

学
碑
前
　
案
内
日
本
野
鳥
の
会
会
員

・
村
岡
幸
生
氏
　
持
ち
物
筆
記
具
・

あ
れ
ば
双
眼
鏡
　
費
用
無
料

圈
松
戸
市
矢
切
・
小
山
地
区
外
環
道

路
問
題
対
策
協
議
会
・
浅
井

昔
3
6
4
・

6
3
5
6

祉
課
予
防
衛
生
係
（
登
3
6
6
・
7
4
8

4
）
へ

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

①平成12年8月１日～9月30日生まれで10月巧日以降に住民登録をした大

②予診票を持つていない下記の大

7歳6ヵ月未満の人

命ツベルクリン反応・ＢＣＧ…３ヵ月以上4歳未満で接種をしていない人命ポリオ…3ヵ月以

上ﾜ歳6ヵ月未満で2回飲んでいない人命ＤＰＴ…３ヵ月以上ﾜ歳6ヵ月未満で4回接種していな

い人命麻しん…1歳以上ﾜ歳6ヵ月未満で接種をしていない大◆風しん…1歳以上ﾜ歳6ヵ月未

満で接種をしていない人命日本脳炎…3歳以上ﾜ歳6ヵ月未満で3回接種していない人

小・中学生

◆日本脳炎第2期‥･小学4年以上13歳未満の大で追加接種をしていない人命日本脳炎第3期…

中学3年以上16歳未満の大で追加接種をしていない人命ＤＴ第2期…小学6年以上13歳未満の

大で追加接種をしていない大◆風しん…中学2年以上16歳未満の大で接種をしていない大

。
・
‘
　
　
　

。。’‐
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
叭

健
　
康

表1

情報

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

チャンネル



に
」
］
家

羅

鯔

《

ヰ

瑜

犬

会

月

月

恆

囗

白

土

削

り

時

廿

し
　

会

場

言

付

二

園

付

言

言
　

内

容

一
．一ノ
こ
Ｉ……
’゙
」
‘

別

個

＜

言

対

律

羂

内

圧

往

二

具

勤

①

夕

性

費

用

①

⊃

匸

日

円

圃

川

月

っ
‥
自

①

上

川

川

水

言

……‘いい．）’匹ミ
ー
〔
・’・一‐‐削｛｛

匸

園

会

言

言

匸

一
し
≒一
町
ヽヽ・い
“一言

一〔
一エ
リ
ー・一一・
’〕一一一
｝一 一｛一
’Ｅ

匸

受

け

付

げ

圖

言

言

婦

人

卓

仟

運

言

｝

言

貯

言

り

ロ

ー

循

車

の

鵬

い

悁
‥
月

ろ

囗

①

①

剛

土

言

了

⊃

〔

①

戸

谷

口
｛
　

会

場

言

郭

二

園

示

上

辻

技

場
　

内

容

千

浪

ザ

ザ

ニ

⊃

しｙ
’一一
部

囗
ｙｌ

ヶ

－

二

二

二

匸

∪

―

二

流

◇
　

対

象

劫

稚

園

児

以

上

士

＜
　

費

用

二

百

円

（
鋩

陸

料

⑤

含

魯

）

圃

柏

回

引

巳

①

言

言

匸

二

号

付

言

作

付

⑤

……

（
、当
一一目

一一万『
．べ（‥一
門
一
則

）

回

言

言

巾

コ

伽

長

付

言

昇

二

早

息

田

合

言

匸

９

５

１

宍
・

〔

家

具

づ

昌

宏

棚

千

行

匸

点

命

百

千

〇

寸

三

卸

上

匸

テ

ト

「
。二
卜
・”い‘ 七

’
い
’ｙ」‐
匚

。一
一

千

円

命

○

ゾ
ノ
≒
……
‘ル

。
｝、‘ 。。
い
．ｙ
’に。‘。一
こ匹一
に
大
卜
ＩＪ・｛ｙｙ
’｝ご
。、」”

習

机

壬

円

母
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い

Ａ

は

、

袒

月

ご

日

白

す

で

に

、

電

魑

匸

申

し

込

几

万

万
へ
……
」・‘匸
ｙ
イ｛
｝
’○
（

一

‘（（｛
一
一
一
占

五
’一一
心
‘一「
し

」）
。。。
卜

月

2
5
日

⊇

に
掴

鱇

じ

書

二
。

価

桧

は

一

万

円

寸

寸

Ｔ

べ

衣

谷

』
ツ

食

料

品

・

自

転

車

甘

言

は

悵

し

匸

ド

仟

固

消

价

生

佶

課

昔

万
ツ

ソ

つ
卜

』
臼

講
座
・
講
演

口

幼

児

を

も

つ

お

母

さ

ん

の
迫

め

の

講

演

会

月
月
つ
」日
卿
午
前
1
0時
3
0分
～
正

午
　

会
嬲
幵
の
す
Ｉ
ル
ッ
　

内
容
「
ぎ

○
上
国
際
立
化
大
使
サ

号
招
し
匸
怙

囲
の
文
化

Ａ

づ
育
匸
匚
つ

匸

廴
の
講

言
　

費
用
三
百
円

（
映

育
万
叫
弌

別

二

言
日
円

）

回

膕
⑤

ま
た
は
匸

尹
ヶ

ス
匸
蝠

尸
子

仁

う
劇
賺

∴
荒
井

？

燃
サ

Ｏ
．イ

５

■
青
年
講
座
「
身
体
で
は
な
そ

う
～
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

川

月

白

日

作

土

冂

毎

週

月

曜

日

午

後

ワ

時

～

Ｏ
〕
時
3
0

分

二
王

四

回

会

場

青

少

年

三

万
　

内

容

身

体

を

動

か

レ

言

行
三

白

己

表

歸

力

士

高

め
二

し

っ
こ
や

が

⑤

身

伴

づ

ご
ぺ（
、囗

。’ｊ一
万こ
牛

牛

可

講

師

演

出

で

・

伊

芥

多

有

氏
　

対

象

十

六

歳

レ

上

①

∧

二

二
十

歳

未

浙

①

’

人

優

先

ｙ）
　

定

員

先

着

千

十

Ｉ
ハ「・」
　
費

用

無

料

圃

軍

佰

ビ
青

少

年

会

館

恐

言

・
8
5

5
6

Λ
、

口
女

性

就
業

セ
ミ

ナ

ー

「
2
1世

紀

あ
な

た
の

適
職

発

見
」

|｜

月
拐
日

⑤
千
行
よ

時
～
ぶ
時
3
0

分
　
会
場
千
葉
県
経
営
者
土
庄
　
講

師
筑
千

入
学
数
授

卜
言
百

二
枝
子
氏

定
員
先
着
百
二
十

人
　
費
同
無
料

璽
言
言
心
爪
判
世
紀
膃
業
財
団
千
葉

事

玲
所

雲
バ

ル

ブ

５
９
５
リ

ヘ

■
図
書
館
市
民
講
座
「
日
本
ミ

ス
テ
リ
ー
の
現
在
・
過
去
・
未
来
」

悁

月

白

白

川

＝

「
日

下

ニ

ス

テ

リ

上

①

匹

史

」

‥
‥
言

……一

日

言

＝

「

抃

匸

の

巳

本

久

ス

テ

リ

ー

」
、
匸

月

白

日

水

＝

「
寸

戸

川

乱

ナ

」
谷

三

十

前
1
0

阡

～

い
‥
賍

言

言
　

会

場

市

民

劇

場
　

講

師

推

理

小

説

研

回

夕
土

山

前

譲

氏
　

定

咼

五

十

人

（
岫

尹

）
　

費

用

毎

料

圃

応
囗

月

ワ

日

雨

○

必

着

〕

失

ナ

匸

。

往

復

ハ

ガ

牛

匸

住

所

・

氏

名

―
年

齢

］

里

息

番

号

士

記

入

し

Ｔ

二

〒

言

！

0
0
9
2

松

戸

↓ｍ

松

亘

マ
回

⊃

じ
　

塾

戸

①

訌

図

書

館

回

付

講

言

係

（
公

子

▽

５

１

１

匚
Ｊ
こ
　

匸

口
寺
子
屋
『
あ
い
・
ゆ
う
塾
』

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
女
と
男

日 騎 内　　言

爿/2①
午 浪ﾜ 時

-ヽ･1〕E回で

膣 幃 士で｢ 言 匸 づﾚ う 塾 万 何 を 学 才尚 町冂 私 ﾌご

言几 ⑤ 婚 朧 … 結 婚 し 脂{し宍,‘Tjl_･ｼﾞ･辷･ここ),)llとi､･(｡ヽ,･ｼ']

9回い ∩ 二古 一寸⊃ヅト 辻男と女」

16体
∩ 宍九 才壮 言 佶 立 見 ⑤ 七 寸j… 卞 一 ∧ ブ ロ ］Tノェ

⊃ 日 ］j ぼ 凵 』

26匸
失 言1 時

ノ ⊃時

山 号 す っ と フ ェ ス ク ①00 』 廿 加 正 圉 「字 音

フ レ ー ⊃ 卜 ‥言 七 万 工仁 心 陽 証 ］

， 回　 眄 ⇔　-W 〃エ ー’’ χ7 謳 佰

11/25

①

午前 ﾙU業げ①世几 正副寺宏氏

午汪 膃業企画拶俎心立星 正根寺宏氏

26①
午前

幃 功 事 糾 匸キ 心 創 業( 犬)

ポ イ ン ト 言崎圧冶氏

午言 事半計画と事胼|生評而 正根寺宏氏

12/2

二:j

午前
ビ ソ ヰ ニ 匸 フ レ 止 牛 刀

ポ イ ン ト 付言正晃氏

午言 公的貢使の上手半乱嗣法 土屋晴行氏

3 刷）

午前
創業現場匚学言創業①
ポイント

十言[壮言氏

午子
ビ ブ 士 スブ ラ] ……FJ卜,J回しど:.

ｲ固別 指 廱 川名正晃氏

9①
午前 ビソ ネ ニ勹 う],しJ',':こ･発 士 川名正晃氏

午浪 事業成功のポイント 土墨言行氏

会 場 女 性 七!.､'ぐマー ゆう か ⊃と　 対 象 原 則 と|.／で:“･:で|(⊃j亦とま で俚)

..･jヽ､、 定 員 先 首ﾖ 胚人　 費 用 無 料

圉 袒 月引 日出 すでに､ 電話 書だけフ ァケ フて う青水登 ゴ 石－OW9･j …………

時 間 午 前 ＝ 午 前 扣 ㈲ ～ 午=濕 拐引 午 後 ＝ 午

後1 ㈲30 分 ～ ∠1･絃30 分　 会 場 松 戸 商 工 会 議 所

対 象 独 立 開 業 を 志 す､'､､｡・ﾈ.a:ﾂごcご事 業 を 起 こ 七

う と 考 几 て じ佰yJ･､､でヽ､全l回 受 講 で き る
……､'
……　定 筒

先 百 万 。‘…
……　
費 用 無 料

圃 電詰 で 巴戸 商 工 会 議 所 指 導｣ 評 露] 引 べ 圉 冂､^ヽ ､、

■
使
わ
な
く
な
っ
た
ハ
ン
カ
チ
で

す
て
き
な
ブ
ロ
ー
チ
を
作
ろ
う

川

月

９

回

申

二

化

日

⑤

牛

前

扣

時

土

止

午
　

会

場

京

葉

言

▽
卜

松

戸

第

ニ

ヒ

ル

五

年

会

卒

竺
　

講

師

耳

エ

デ

ア

生

活

研

究

家

Ｉ
リ

ー

ゾ

フ

水

土

ヤ

レ

パ

ロ

氏
　

定

顛

⑤

万

言

二

十

人

持

ち

物

筆

記

ｍ
⊇

▽

使

壮

乱

匸

か

っ

か

ハ

ン

カ

チ

二

枚

・

は

づ

湃
匸

定

規

費

用

三

白

円

一
甘

料

鎭

｝

毘

電

回

し
消

尹

王

活

諾

罧

ヰ

［
ツ
／
つ
り

ｙ

ｉ

ロ

マ

イ

カ

ー

点

検

教

室

い
白
月
川
日

申
重

剔
扣
賍

①
分
士

十

言
っ
）㈲
　

会
場
言
動
上
園
（
白
議
三

内
容
講
習

十
示
球
　

対
象
運

年

免
許

松戸地域職業訓練センター（テクノ21）講座

証

ウ

ヤ

マ

〈
　

定

員

先

着

五

十

人

程

度
　

費

用

無

料

倉

回

付

言

ご

士

愆

俚

言

旦

且

言

言

服

装

万

言

言

言

・にヒ
、’①

‘。Ｊ・―｛－
一一一『
にＩ｛
旦
三
目

動

万

言

備

石

圉
〈
云

仏

匸

文

部

普

天

▽

１

８

０
り
８

〈

、

翻

干

葉

県

国

民

健

康

保

険

大

会

講

演

会

「

健

康

は

笑

い

か

ら

」

捐
月
ワ

日

川

午

水
ッ
』
胼

～
・つ
Ｊ
贍

①

分
　

会

場

青
葉

子

行
公

園

芸
術

文

化

生
－

川

岸
工

比
①
　

講

師
落

語
家

二

三

白
工
夢
之

助

氏
　

定

員
当

白
先

訃

二
百
九
百

度
　

費

用
鰮

料

筒
千

葉

平

国
民
健

康
介

歸
団
往

連
へ
」
｛
こ

会

総

務
部

首

詣

０７７
登
半

Ｉ
ツ

宍
ぐ
呂

ｌ
　
　
ｆ

お
知
ら
せ

口
青

年

海

外
協

力

隊
募

集

説
明

会
川
月
９
日
巾
午
行
し
時
3
0分
作
昌

時
①
分
　
会
場
勤
労
☆
館
　
資
格
二

十
箴
以
上
三
十
九
箴
庶
Ｔ
二
士

ニ
ア

は
四
十
歳
以
上
六
十
九
箴
奮
匸
）
の

日
卞
国
籍
の
人
　
派
遣
期
間
二
年
開

園
回
際
協
力
卒
業
団
関
車
三
部
晋
ｍ

言
言

‘
冂／
ワ
ら
大
川
い

【
】
ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

出

演

者

を

募

集
公
演
日
足
月
2
0回

印｛
　
会
場
森
の

卞
－

ル
川
小
水
Ｉ
ル
　

演
目
①

氛
ユ

や 齎 用 の う 亡づ:　 ） 内 は 当 会 員 事 業 所 ・当 団 体 会 員

ノ こ．･iﾉ`･Qi－（117⊃j易 合.-ご寸’,.，

を 受 け 付 け 開 始 時 回 し 定 員 を 超 元 だ 場 合 は 抽 選

圉10 月2 引日 水 午 前9 時 か ら 直 接, 八 公戸 熕 尚 尚業 訓 府

ピ1 ………’･,l･1ンー （小 廬 序 且川 りの Ξ登3 ∠↓9べ て00 ） 窓 口･ …゙……

－

ジ
力
即
「
－
　

卜」
ｏ
ｖ
ｅ
　

ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」
②

詰
り
芝
居
「
鶴

三

百
」
　

対
象
①
小

学
二

年
生
以
上

回
歇
と

ゲ
レ
（〈

の
竍
浙
言
Ａ

①
古

鉄

生
以
上

の
人
二
百

鴃
・
性
別
け
不
問

）

圃

電
詛

罵
言
団
子
廱

晋
⊇

・
８
７
１

『

』
医

療

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

内

容

言

者

寸

七

母

家

族

〈

、
の

援

⑤

・

医

療

情

報

①

提

瓧
に
　

活

動

地

域

東

鵈

地

域

内

子

婀

院

固

Ｎ

Ｐ

Ｏ

隹

∧

匸

尸

匸

Ｔ

う
力

士

バ

ン

プ

寸

バ

ー

ジ

ョ

ン

七

レ

ク

ー

胆

三

準

備

全
匸

松

戸

千

三

つ

ｙｙ
へ
、囗
ｙ
」（
ｙいｆ（
一・‘一
ペ
太
い。‘・．ｙ一一

テ

ン

ト

小

屋

内

）

音

言

・

〇
Ｕ
Ｏ
リ
Ｏ
Ｕ
∩
‘。‥い。

。
丶

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

◇
譲
り
ま
す

◇
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

めざせ起業家『創業塾』

恆俚言 白 ㈲ 富指 心万f毋

厂Λ ………コ

レ 謡 言

几 ∠ｿﾞjこぐ:万ITJじ7:･

W 俟10y,l,;jﾆｼ

①11/ ㈲09 巾 州 聡 目

・16 叶 厂22 け卜24 曲

・29 印 ・30 叶 ） 午 前

①11/ 扣 匸 ㈲ ≫ 樋 ㈹

・15 引 ・2 牡卜22 ①

・2 郷 卜29 ①　 午 後

名几し

二①00円

に①,00 0円ﾌ

回O 川 岸 儀 二

七 才 章 作 心 講

呼

11/13①ご140价20 ①
・2竹川　午前

㎜㎜㎜㎜旧 ｙ

匸 戸 大 円

Ｏ: ㈲:)O 円 う

し 仟 ⑤ 使 プ ノこ

言 計 半 講 言

11/18 吐 ）25 ①

午 前 脯 朧 ① う-ヽ-･午,|‘jﾙｯ|仟j

① 言

⑤y
匸,000円
冂Oパ:O円）

午 前 ＝ 午 前9 時 こO 力一~午=|壬一万(`:)賍F.゙ ];Cj｡卜万， 午 袖 ＝ 午 倹 ｜

げ 叉)白 ぺ--ご｣琿古=Jﾃﾞ;(:)｡ﾃ ﾃ゙ﾞJ

二 吟 苔 ⊃

√ﾘｬﾔ ゛ｺy

レ バ 匸

匸 と回'ｺ じﾉﾌﾔし･i‘ﾘ?Ｔ

口 匸 ミノ ‥ 対 象

㈲ﾔ 詞 ① 匸 じし･ヽ
……･

11/1籵し)
午前JO賍ぺ千千斗㈲

牛し
屶⊃〔O円

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

O368-0070

■ Ⅲ■ｉ■ ㎜ ・ |市眤 自 画|

10/28 ㈹ 市民健康づ< リの集い講演会 13:30 市保健福祉課　　　　a366 ―ﾜ486

29倒 松戸市文化祭　文化講演会 13 : 00教）社会教育課　　　昔36ト ワ462

31㈹ ､｣ＯＩＮＴコンサート 16 : 30
聖徳大学フォークソングクラブ

昔36C卜8142
11/ 3竭 松戸市文化祭　奇術発表会 13:00 教）社会教育課　　　a366-ﾜ462

12(日)邦舞の会　日舞発表会 １卜00 邦舞の会・田中政夫　O383-1230

23竕 松戸市文化祭　謡曲と仕舞の会 9:30 教）社会教育課　　　昔36ト ワ∠L62

※月曜日は休館（ただし、祝日は開館し翌日休館）

c368-1237

■lli皿 ｉ ■ ㎜ Ｓ 皿 忿皿SWlilj 智蹙三l浬 皿 |甫罸1;ｉ 肖| ㎜ 自 　

10/29臼 ジャズ体操フェスティバル 13:30 市健康増進センター　S365-5588

11/ 3冊 松戸市文化祭　民踊愛好会　民踊大会 9:30 教）社会教育課　　　昔36ト ワ462

4圉 松戸子ども劇場「ヤンタの宝もの」 ☆ 14 冂5 松戸子ども劇場　　　S386-9154

5(日)松戸市文化祭　吟詠の集い 9:30 教）社会教育課　　　昔36ト ワ462

12(日)松戸市文化祭　民謡民舞大会 10 二00教）社会教育課　　　登366-ﾜ ∠L62

15㈲
松戸 市教職員 組合映画会「あか

ね色の空を見 たよ」　　　 ☆
10 二00　1∠L:00
18 : 30

上映実行委員会･奥田 登362-3ﾜ38

16㈲ よい歯・いい顔二コニコ半ヤラバン 10 : 30市保健福祉課　　　　S366-ﾜ486

18圉 松戸市ＰＴＡ連絡協議会　音楽祭 12 : 00ＰＴＡ連絡協議会（社会教育課内）
s366 ―「ｱ462

19(日)松戸市文化祭　日本舞踊大会 10:00 教）社会教育課　　　a366-ﾜ462

23蜘 秋のチャリティ歌謡　　　☆ 13:00 18:00 ワイド企画　　　　　登362-ﾜ1ﾜ6

※月曜日は休館（ただし、祝日は開館し翌日休館）

367-7810

㎜ Ⅲ■ 両㎜ 冖=･- Ｓ - ㎜ 両 ； 　

1 0/ 29(日)まで
芳静会かな書道展 芳静会　　　　　　　　　　　　登363-0016

朴山会書篋 朴山会　　　　　　　　　　　昔3∠囗－90ﾜ1

10/26塒~29(日)青少年健全育成ポスター展 教）こども課　　　　　　　　登366-ﾜ464

11/ 1冰)～5(日)松戸市文化祭 教）社会教育課　　　　　　　s366 ―ﾜ∠L62

11/ 7㈲～12(日)

創美会第30回展 創美会　　　　　　　　　　　　S344-8258

凛の会洋画展 凛の会　　　　　　　　　　　　昔388-0481

丹青会水墨画展 丹青会　　　　　　　　　　　　　容363-4858

11/14㈹～19(日)

松戸女性洋画教室グループ展 松戸女性洋画教室　　　　　　登364-1645

金曜デッサン会作品展 金曜デッサン会　　　　　　　登345-2811

松戸クロッキーの会作品展 松戸クロッキーの会　　　　　S392-0033

11/21W～26(日)
グループＫ展 グループＫ　　　　　　　　　　公38ワー5823

グループ樹展 グループ樹　　　　　　　公04ﾜ1-59-1 ∠囗∠L

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

一 舸 鯲貧丿卜……くﾂ゙ '夕‥ ……
£*366-7462

臘漏百Ｉ -- ・a1　　　　　7SI

東
松戸あひる会10号展
圈倉根登392-16ﾜ1

土曜スケッチ淡彩画展
固志村容38ワー5823

松戸を走る色彩2000
固山川登345-0 ∠冂１

西
陶房2・2　二人展
圖田中昔392-2288

裂画作品展
[圖加藤昔38∠1-5619

アトリエサンアート作品展
圀坂本登36∠L－5ﾜ66

S362-2050

皿111 ■i ㎜

12/10(1日)まで

企画展 「徳川 慶喜の明治」

明 治維 新後 の徳川 慶喜は 、そ の後46 年 間の長 い人 生を 私人 とし て 送り まし た。

知ら れざる 慶喜の明治を 、徳川家 秘蔵の遺品の数々 に探り ます。

12/23収）からは「徳川写真館パート3」を開催します。
入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館。ただし、祝日は開館し翌日休館）
入館料…一般60円、高・大学生40円、小・中学生20円
※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

松戸市の市外局番は０４７です。

c384-5050

㎜iljl ・皿 ㎜ 碵皿ilS 皿 ■沺Ｍ図画| ’●’　 皿

大
ホ
｜ル

10/28(£)
ソウル芸術団
韓国・伝統芸術の光彩　　　　　☆

18 : 30MIN七)Nチケットセ
ンター
a03 ―3226―9999

31(火)ブロードウェイミュージカルカンパニー ☆ 18:30 抑公戸市文化振興財団O384-5050

11/ 3竕 実践癲皿 寅会 10 : 30荻田茂子　　　　　　a368 ―5261

5(日)
森のホール21
ピアノ十アンサンブルフェスティバル

1 1 :00 助松戸市文化振興財団　S384-5050

7㈹ 劇団四季ソング＆ダンス　　　　☆ 18 : 30
劇団四季予約センター

登012C卜∠旧卜4 ∠L4

9㈲ 根木内中学校合口昌コンクール 10 : 30市立根木内中学校　　登343-1268

17銜
松戸秋山高 等学校 芸術 鑑賞会 （古典芸

能を中 心とし て）落 語　 橘家園蔵 ほか 13 : 30
県立松戸秋山高校・豊田

S391- ∠1361

19(日)松戸市文化祭　松戸市合唱祭 12 : 00福井　　　　　　　　　昔34ト ワ6ﾜ1

23竭 第11回松戸かずみの会カラオケ大会 10 : 00夕半ザワ　　　　　　登391-0222
小ホ

ール 10/26困
ジョン海山ネプチューンエキサイテ
ィングライブ　　　　　　　　　☆

19 : 00松戸子ども劇場　　 登38卜9154

28圉 ビフ7ノ発表会 10 : 00松井久美子　　　　　　昔34卜4680

29(日)平野歌謡同好会発表会 10 : 00平野歌謡同好会　　　a384 ―6916

11/ 3竕 ムジカ・ソナーレ第4回演奏会　　☆ 14 二00菊地誠司　　　　　　登344-6ﾜ ∠目

4倒
ファミリーのための名曲コンサート
｢ジョイント・コンサート｣

1∠L:00
松戸クラシック音楽を楽しむ会

登36ワー0939

5(日)松戸民謡協会第33回民謡民舞大会 10 : 00松戸民謡協会事務局　S388-1321

11圉
岡本孝 慈 ・潤也ジョイン トリサイタ ル

Vol.3 ピ アノ＆室内楽　　　　　 ☆ 14 : 00みみミュージック　　　登3萌－ﾜ554

12(日)松戸市文化祭　日本古典舞踊大会 10 : 30小沼　　　　　　　　登342-21ﾜ1

15㈲
コンサートオペラのタペ
～ヴェルディの世界～　　　　　☆

19 : 00小金原でオペラを聴く会S345-ﾜ607

18(土)
ロマンツアマンドリーノアン サンプル

第1[亘]定期演奏会 糒:30 加賀　　　　　登O∠巧し4∠17-5356

19(日)菊地音楽教室ピアノ発表会 15 : 00菊地音楽教室　　　 容3∠旧－ﾜ841

23竭 松戸市文化祭　三曲大演奏会 10 : 30篠塚　　　　　　　　S388-7389

※月曜日は休館（ただし、祝日は開館し翌日休館）
※11月19日（日）松戸市文化祭（合唱祭）は日程が変更になっています。

384-8181

ハイビジョン映像｢ 故宮　至宝が語る中華五千年　第七集　大唐の落日～唐・五代｣

11/1 (zk)～30(*)午後1時15 分と3時15 分( 土・日曜日、祝日は午前11 時からも上映　11/3C 祝)・23(祝)

と11 月中の日曜日は午後1BI15 分からの上映はありません) 会場講堂　上映時間60 分 観覧無料

企画展｢ 戦後松戸の生活 革新一 新しい 暮らし 方へのあこ がれ｣

11/26(1日)まで　 会場企 画展示 室　 内 容昭和20 年代 後半 から30 年代の 市民 生活の急 激な 変ば う の

様子 を当 時の 生活 を伝 えるさ まざ まな 生 活資料 や 写真 資料 から浮 き彫り に する　 観覧 一般300 円

(240 円卜 高大生 巧〇円(100 円卜 小中 生100 円(60 円)(　) 内は20 人以上 の団体料金

※展示解 説会11/5(E]) ・19(日)各午後3 時15 分 から( 企画展 観覧料 が必要)

企画展関 連講演会 「戦 後松 戸の生活 革新」

11/ 3 竕 午後1 時30 分～3 時　 会場講 堂　 内 容実際 に常盤平 団 地に入居し た 報道カ メラマン が写

し た1 万 カッ トに及ぶ家 族写真を 中心に 、展示し きれな かった写真 を含 めて膨大な 写真を たど りな

がら 、当時 の常盤 平団 地の 生活の 特質 につい て考える　 講 師企画 展担当 学芸 員　 定 員当 日先着80

人 （午後O 時30 分受付開始 ）　 費用無料

連続講演会IIr 江戸時代を語る」

11/190日汀 江戸時代の実像」、11/23 竕「江戸時代の豊かさ」、11/26(1日汀 江戸時代の農村文化」

時問各午後1時～3 時　会場講堂　講師筑波大学教授・佐藤常雄氏　定員80 人（抽選）　費用無料

匝］11/10廊 〔必着〕までに 、往復ハガ半に住所・氏名・電話番号と希望講演名を記入して（複数

回記入可）、〒2ﾜ0 ―2252 松戸市千駄堀回1　 市立博物館「連続講演会Ｌ」係（登384 ―82ﾜ2 ）へ

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

圃電話で市立博物館試着体験ｲ系Q384-82｢ｱ2 へ

休館日月曜日は休館（ただし 、祝日は開館し翌日休館）・第4 金曜日・年末年始 （12/28 ～1/4)

開館時間午前9 時30 分～午後5 時（入館は午後4 時30 分まで） 常設展観覧料一般300 円(240 円）･高

大学生150 円(100 円）・小中学生100 円（60 円）〔（　）内は団体料金/20 人以上〕

※毎月第2 ・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10 時と午後2 時から30 分間（参力［］者は観覧料が必要です）

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時30 分から20 分間（参力［］者ば観覧料が必要です）

※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用ください。

市民劇場

市民会館

文化ホールギャラリー

松戸駅市民ギャラリー

戸定歴史館

森のホール

21

博物館

21世紀の森と広場パークセンター催し物は6面をご覧く

ださい

お気軽にご相談ください　11月の相談あんな

い

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

救急医療体制

健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

S366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　 酋368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

≪365 ―3430

衛生会館内　午後８時～11 時

相談名 期日 時 間 会場

市政・一般

月~金曜

よ 』

一　　　 一

午前8時30分～午後5時
市民相談課

一一 一一

市
民
相
談
課

昔366

・
７
３
１
９

※一

般
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・
相
続

・離

婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

－

交通事故]
- 一 一

午 前9 時 ～ 午 後5 時

法律相談 １

（予約制）

｜ yl･ 火･木IE 匚 』 午後1時～5 時

市
役
所
相

談
コ
ー

ナ
ー

-
第1 月曜日　｜ 午前9時～正午

税務相談 コ 巨 石 コ 一 一 一 一 一
午 後1 時 ～5 時

登 記 相 談 」 第3 金曜日　 ］

行政相談］ ｢亘2 ・第4 月曜日] 午後1時～3 時

不動産相談 二 戸 匸 ］一 一一一 一 一 一一
午 後1 時 ～5 時

外国人相談 第2・第4火曜 廁 午前9時～正午

住宅リフォーム 冂 印 画 Γ ］
一 一
午 前10 時 ～ 午 後4 時 『] 難]

労 働 相 談 ｢鷲1 ・第3 月曜 印 午後1時～5 時
憐

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(昔361-4089)でも行っています。
一　

巡

回

年

金

相

談

‾　2 團ｺ

午前10時～午後3 時

常盤平支所 国

民

年

金

課

適

用

係

公
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Ｑ
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※
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外
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日
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国

民

年

金

課

へ

―

－

7㈹　　 ‾! 小 金 支 所

10（金）　　｜ 小金原支所

「14 ㈹　 ｜ 馬 橋 支 所

丁九 六 実支 所

21（火）　 ｜ 新松戸支所

24（金）　‾! 矢 切 支 所

28（火）　　｜ 東 部 支 所

消費生活相談

三 戸 ］ －一 一

午前9時～午後4時
消費生活センター
365-4646

子育て相談
回･ 日

｜

午前8時30分～午後5時
』北松戸保育所内15367 ―46461

緬 衵紐 園rtS394-5590!

コﾌ 蘚 匸 コ 口 夏] 匸] 時　 間

一 一

口 Ｅ 菟 ］圧

人権相談

］

第1～第4金曜日ｉ

午前10時～午後3時

－　一 一一一 一

|市廁 職ｺｰﾅｰ 千

葉

地

方

法

務

局

松

戸

支

局

福祉

事
務
所
援
護
係
酋366

・
７
３
４
９

Ｌ

‾ つ 汗 冂
｜ 馬橋支所

7（火）　 ｜ ｜ 六実支所
7（火）　　｜ 『 小 金支所 ‾･

1　　　　1（水）　　 ｜ | 常盤平支所

8(tK)冂 [新松戸市民センター

‾ 谷 厂 ⊃ [当 主 土]

※人権相談 は千葉地方 法務局 松戸支局(S363-6278) で も行ってい ます。

『

心

配

ご

と

相

談

一 ｢百 こ－ 一一第4 金 曜T司
- 一一 一 一

午 前10 時 ～ 午 後3 時

頤 籬 匹 は

ぱ

滸

四

回

゜

゜

6(月）　 ，
匹　 ｜

｜ 馬橋支所フ

｜ 六実支所

7（火）　　｜ 大 所

1(水)・15(水囗 | 常盤平支所

8(水)・15(水囗 ㈲ 戸市民ｾﾝﾀｰ

二2 沐）・16 く木）｜ |小金原市民センター

四 阻 ］ 厂一一 一 一 一一
24（金）　 ｜

一一
午 後1 時 ～3 時 匹 啓 異 誣 ］

一 一 一 一ゆ う ま つ ど

こころの相談

(予約 制)
一 一 一 一

〃　 ｀
第1 ～ 第4 月曜 日｜

午前10時～午後4時

レド

第2～第4木曜削
第 休 曜 日 ｜
－ 一 一 一 一

午 後2 時 ～8 時

一 一一 一 一 一

女性就業相談 氷･ 金 曜 日 』午 前10 時 ～ 午 後4 時
＿_

バ ード 労 働
悩みごと相談　ｊ

7㈹　　｜午後1時30分～
午後4時30分

球 収 回 礼

燹 懇 迂 轍

教 育 相 談( 予 約 制)|

ｈ １ １ 日
｜
午前9時～正午・

午後塒30 分～4時30分

げ 豐 悶 悶i ）

一 一 一

青 少 年 相 談( 電 話)|
一 一 一 一

｜

月~金曜日　｜
｜

一 一一 一午前8時30 分～

午後4時30 分

ｍ ｍ ｍ　　　　 圜,　　♂こ ど も 課

£5363 ―7867

青 少 年 相 談( 来 所y!

〔予 約 制 〕　　 ｜
午前9時～午後5時 こども課

Q366-7464※倖宅課S366-7366 、商工観光課c366-7327


